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２．設計時の留意点について 

 
 

 

建材の選定に当たっては、日本工業規格（JIS）、日本農林規格（JAS）、ＭＳＤＳ（化学

物質等安全データシート）等を確認し、室内空気を汚染する化学物質が発生しない、又は、

少ないものを選定することが大切です。 

ホルムアルデヒドを発散する建材については、建築基準法の改正により、ホルムアルデ

ヒド放散量の規格に応じて、使用面積の制限があります。（参考資料 改正建築基準法に

基づくシックハウス対策の概要参照） 

また、トルエンやキシレン等の揮発性有機化合物（VOC）については、各業界の規格を

参考にするか、建材メーカーから製品に関するＭＳＤＳ（化学物質等安全データシート）

等のデータを取り寄せる等により、製品を選定することが必要です。 

 

 

 

 
 

 

 

1)ホルムアルデヒド放散量の規格 

①日本工業規格（ＪＩＳ）のホルムアルデヒドの規定がある建材（図２－１） 

・ＭＤＦ及びパーティクルボード 

・壁紙 

・接着剤（壁紙、建具用等） 

・保温材（ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温板等） 

・断熱材（ﾛｯｸｳｰﾙ断熱材等） 

・塗料（現場施工用） 

・仕上塗材（現場施工用） 

・接着剤 

各建材の JISの規格番号等は、巻末の

参考資料を参照して下さい。 

せっこうボード、吸音材、シーリング

材等についても、規格の検討が進められ

ています。 

 

Q：建築材料を選定する際にはどのような点に注意したらよいですか？ 

図２－１ 建材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量に関する 

日本工業規格(JIS)  

                       

MSDS：Material Safety Data Sheetの略。 

MSDS 制度：「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法

律（PRTR 法）」に基づき、対象化学物質（を含有する製品）を事業者間で取引

する際、その性状及び取扱いに関する情報（MSDS）の提供を義務付ける制度で、

平成 13 年 1 月より実施されている。 

MDF：Ｍedium Ｄensity Ｆiberboard の略。木を繊維

状に細かくして熱圧で成型加工したもので構造が

均一で木目がない。用途は、主に、家具の心材、

ドア、窓枠などの建築用等に使用されている。 

パーティクルボード：木材を小片に砕いて接着剤で

高温圧縮成型したもので、ＭＤＦと同じ性質をも

つ。構造材、内装下地、家具材などに利用されて

いる。  
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②日本農林規格（ＪＡＳ）のホルムアルデヒドの規定がある建材（図２－２） 

                         

・合板                      

・木質系ﾌフローリング 

・構造用パネル 

・集成材 

・単板積層材（LVL） 

 

各建材の JAS規格の告示番号等は、巻末の

参考資料を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

２）揮発性有機化合物（トルエン、キシレン等）の放散量の規格 

トルエンやキシレンの材料ごとの放散量に

ついては、建材のＪＩＳ規格でホルムアルデ

ヒドと同様にトルエンやキシレンの配合量の

規格化の流れがありますが、現時点では、規

格化されていません。 

材料ごとにＭＳＤＳ（化学物質等安全デー

タシート）をメーカー等から入手し、トルエ

ンやキシレンの放散量がないもの、または、

少ないものを選ぶ必要があります。 

なお、ＭＳＤＳにおいてトルエン、キシレ

ン等の表記のない場合でも石油の精製課程で

生まれる石油化学製品の原料である「ナフサ、

灯油」等については、工業用等純度の低い場

合、トルエン、キシレン等が放散する可能性

があることに留意する必要があります。また、

１％以下の化学物質はＭＳＤＳに記載義務は

ありませんが、室内での使用量が多い場合、

総量としては無視できない場合があります。 
 

図２－２ 建材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量に関する 

日本農林規格(JAS)  

                       

図２－３ ＭＳＤＳ（化学物質等安全データシート） 

の例 
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塗料や接着剤等には、トルエン、キシレン等の揮発性有機化合物が溶剤等として含まれている

場合があります。塗装表面が硬化して塗膜ができる時間は、塗布してから１週間程度で、硬化中

に放散量は急激に低下します。同じく、接着剤に含まれているものも、表面では塗布後３日間程

度で放散量は低下します。しかし、建材内部に含まれる物質の放散は表面からの放散と比較する

と長く続きます。施工後、時間とともに放散して行くので、時系列の放散量のデータを確認する

ことも有効です。 

しかし、室内用の塗料や接着剤の選定に当たっては、トルエン、キシレンなど芳香族炭化水素系

の溶剤を使用したものを用いることはできるだけ避ける必要があり、水性系のものを使用する等の

配慮が必要です。 

また、塗料及び接着剤等には、トルエン、キシレン以外の物質が溶剤として含まれている場合も

あるので、ＭＳＤＳで確認する必要があります。 

 

 

塗料については、（社）日本塗料工業会より、平成９年４月にシックハウス対策として塗料開

発に対する目標基準値を暫定的に決めています。現在これらに該当する製品が開発され、市場に

出るまでになり、カタログなどにも表示されています。   

  
表２－１ 健康リスクに対する建築用塗料の目標基準（暫定値） (社）日本塗料工業会(平成 9 年4 月） 

塗料設計条件 ｴﾏﾙｼｮﾝ塗料(水性塗料) 溶剤形塗料 
ＴＶＯＣ １％以下 － 
芳香族系溶剤類 0.1％以下 １％以下 
アルデヒド類 0.01％以下 0.01％以下 
重金属類 （鉛、クロム等） 0.05％以下 0.05％以下 
発がん性物質、生殖毒性物質、変異原性物質 0.1％以下 0.1％以下 
感作性物質 0.1％以下 0.1％以下 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

水性塗料：水を溶剤に使用した水性塗料は、以前は雨に当たったり水をこぼしたときの問題があ

ったが、改良が進み、現在は屋外用についても商品化されるようになっている。塗料を

塗った後の臭いや室内空気の汚染が少ないなどの特徴がある。水性塗料の中にもいくら

かのＶＯＣが溶剤の中に使用されていたが、最近では、ゼロＶＯＣ、低ＶＯＣといった

水性塗料も開発されている。 
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参考 
揮発性有機化合物の発生源となる可能性のある建材・含有成分等 

                    参考図書：建築雑誌 4月号 1998（日本建築学会）より 
建材・施工材 含有成分等 

集成材（中断面） 硬化型ビニル樹脂系エマルジョン(主剤：酢酸エチル) 
水性ビニルウレタン系接着剤(主剤：ポリビニルアルコール) 
溶剤：トルエン，酢酸エチル 

集成材 水性ビニルウレタン系接着剤(ジブチルフタレート，ポリビニルアルコール) 
合板パーティクルボー
ド 

メラミン・ユリア樹脂系接着剤 
粘度調整：メタノール(メラミン・ユリア共縮合樹脂)，酢酸エチル 

木工用接着剤 酢酸ビニル樹脂系接着剤(メタノール，酢酸エチル) 
硬化型ビニル樹脂系エマルジョン(フタル酸ジブチル，酢酸ビニルモノマー) 
酢酸ビニル樹脂系接着剤(ジブチルフタレート，リン酸トリエチル) 

金属用接着剤 エポキシ樹脂系接着剤(残留物：エピクロロヒドリン 硬化剤：変性アミン) 
溶剤：キシレン，メタノール， ｐ－フェノール 
エポキシ樹脂系接着剤(リン酸トリス，リン酸クレジルフェニル) 

断熱材 グラスウール(接着剤：フェノール残留物) 
押出発泡ポリスチレン(残留物：スチレン，ベンゼン) 
硬質ウレタンフォーム(残留物：酸化プ°ロピレン) 
高発泡ポリエチレン(改質剤：ヘキサン) 

断熱材 押出発泡ポリスチレン(可塑・難燃材（リン酸トリス）) 
硬質ウレタンフォーム(可塑・難燃材（リン酸トリス）) 
高発泡ポリエチレン(リン酸トリス) 

断熱材用接着剤 酢酸ビニル樹脂系溶剤型接着剤(メタノール，酢酸エチル) 
酢酸ビニル樹脂系エマルジョン型接着剤(フタル酸ジブチル，酢酸ビニルモノマー) 

繊維系断熱材用接着剤 クロロプレンゴム系接着剤(耐熱向上材：フェノール，残留物：エピクロロヒドリン) 
硬化剤：変性アミン 溶剤：トルエン，ｎ－ヘキサン，酢酸エチル，キシレン，トリクロロエタン 

タイル接着剤 エポキシ樹脂系接着剤 (残留物：エピクロロヒドリン 硬化剤：変性アミン)  
 溶剤：キシレン，メタノール， ｐ－フェノール 
アクリルエマルジョン系接着剤(アクリルモノマー) 
合成ゴムラテックス系(トルエン) 

タイル用接着剤 エポキシ樹脂系接着剤(リン酸トリス，リン酸クレジルフェニル) 
塗料 油性ペイント 溶剤： ヘキサン，キシレン，キュメン，ジエチルベンゼン 
油性ラッカー 
    油性ニス 

溶剤：酢酸エチル，ブタノール，メチルイソブ゛チルケトン，トルエン，酢酸ブチル，エチルベンゼン 
   キシレン，イソプロピルアルコール 

水性ニス 溶剤： エタノール，イソプロピルアルコール 
耐熱・防火塗料 シリコン樹脂系塗料(硬化剤：変性アミン) 
耐熱・防火塗装 シリコン樹脂系塗料(ジメチルポリシロキサン，フタル酸エステル) 
木床用ワックス トリメチルベンゼン 
仕上げ ウレタンコー
ティング 

残留物：酸化プロピレン 

仕上げ エポキシコー
ティング 

残留物：酸化プロピレン，変成アミン，溶剤：キシレン，メタノール   改質剤： ｐ－フェノール 

仕上げアクリル塗装 残留物：アクリルアミド，アクリル酸，アクリル酸メチル溶剤：メタノール 
プラスチック系床タイ
ル 

半硬質ビニルタイル、 軟質ビニルタイル、ビニル層積層シート、クッションフロア 
ポリ塩化ビニル，可塑剤 (フタル酸ジオクチル，酢酸ビニルモノマー) 

塩化ビニルクロス 化ビニル（可塑，難燃材（リン酸トリス，リン酸トリクレジル， 
フタル酸ジメチル，フタル酸ジオクチル） 

塩ビシート ポリ塩化ビニル（フタル酸ブチルベンジルＢＢＰ，フタル酸ジラウリルＤＬＰ） 
衝撃吸収ゴム ＳＢＲ（スチレン，ブタジエンゴム） 
スチレン畳 断熱材：ポリスチレンフォーム(ポリスチレン樹脂・発泡剤) 
防虫シート 有機リン系殺虫剤（フェニトロチオン、ダイアジノン、フェンチオン） 
化学畳床 ナフタリン 
塩化ビニルクロス ポリ塩化ビニル(塩化ビニルモノマー) 
ビニル樹脂用接着剤 エチレン酸性ビニル樹脂系エマルジョン(ジブチルフタレート)  

水性ビニルウレタン系接着剤 (ジブチルフタレート) 
 

ビニル樹脂用接着剤 エチレン酸性ビニル樹脂系エマルジョン(残留物：酢酸ビニルモノマー)溶剤：トルエン，キシレン  
水性ビニルウレタン系接着剤     溶剤：トルエン，酢酸エチル 
ポリウレタン系接着剤(主剤：酢酸ビニルモノマー) 溶剤：トルエン，酢酸エチル 
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